
























Special Educational Needs in Correctional Education in Juvenile Training Schools 
－Challenges arising from developmental characteristics－
川　田　和　子*
KAWATA Kazuko
　In the fall of 2020, the number of inmates at the Kakogawa Juvenile Training School became the largest in Japan. 
Kakogawa Gakuen is the only one juvenile reformatory in the Osaka Regional Correctional District that has a support 
education course III (N3). As a member of the Kinki Regional Parole Board(Very diligent members in April 2020 to take 
office in March 2021 to retire to be determined), I have been involved in the provisional discharge hearings of Kakogawa 
Gakuen and Harima Gakuen . While interviewing juveniles who are about to be released, I have felt the negative aspects 
of modern society in the environment they have grown up and the daily life they have experienced. As part of correctional 
education in juvenile training schools, five of 16 "support education courses" were established in 2015. In this paper, I 
would like to focus on the support education course III (N3).
　In this paper, I will analyze the situation of the increasing number of students in the Courses one of them . At the same 
time, I will examine the social cases that led to the revision of the Juvenile Training School Law and the enactment of 
the Juvenile Training School Law in 2014 and their background needs, as well as the support that is especially required 
during the transition from juvenile training school to reintegration into society. I would like to get closer to the difficulties 
in the upbringing and living of juveniles with limited intellectual ability and developmental disabilities. I will also discuss 
the importance of Special Needs Education approaches in their correctional education. I will propose clues for the soft 
landing into society and Rectification of young people with difficulties in interpersonal communication and acquisition of 
social norms.
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る［法務総合研究所, 2019, ページ: 229,230］。
図１　少年院入院者の人員・人口比の推移（年齢層別）
 出典 : 令和元年度版犯罪白書
表１　少年院入院者の人員（矯正教育課程別）
































































 矯正統計年報表 3-2-4-10 より筆者作成
図４　少年院，年齢層別入院者























































































































































































































４ICF の 前 身 で あ る ICIDH（ 国 際 障 害 分 類，1980） が「 疾
病の帰結（結果）に 関する分類」であったのに対し，ICF 
は「健康の構成要素に関する分類」であり，新しい健康観




























































































６2010 年３月 17 日～ 21 日読売新聞杉山弥生子記者より抜粋






























































2015 年調査 , 厚生労働省 Web より
14 同 p228
図11　少年院入院者の保護者状況別構成比（男女別）
 令和元年度版犯罪白書p227より
図10　少年院入院者の教育程度別構成比（男女別）
 令和元年度版犯罪白書p224より
63
少年院での矯正教育における特別支援教育的ニーズ　－発達障害的な特性に起因する課題について－
です。こんなの嫌で，もういい加減親らしくちゃんとし
てほしいんですけど。どうなるのか思ったけど（帰住先
は）更生保護施設が受け入れてくださってほっとしまし
た。（自分の）B2の療育手帳ですが，USJが半額になる
以外何に使えるのでしょうか？障害者の年金が出てるら
しいけど，お母さんが手帳も全部管理していてよくわ
からないです。手帳で就職させてもらうのは僕は違うと
思っていて，自分でネットとかで探したい。友達に頼む
のは危ないのは分かりました。出院までに仕事が決まら
ないので更生保護施設の工場で始めのひと月はお願いし
ました。」話しを遮って，「更生保護施設には6か月が
限度だけれどそのあとの計画は？」と聞くと急に黙り込
んだ。宙をさまよった視線を私に戻し，「ぼくは幸せに
なれるのでしょうか？」と尋ねた。
　「○○寮に帰住したAのことで，警察から連絡が来ま
してね。」「ええっ」「いや，彼はここに入る前からの交
通違反で何枚か違反切符を切られていたでしょう。督促
が少年院にも来ていました。ちゃんと渡したのにまだ処
理できてなくて，警察にしたら少年院にいる間になぜ片
づけてくれてなかったのか，と。」「えええーっ」なにも
してなかったのですか？という言葉を飲み込んだ。「確
かにそうですよ。Aが自分で対処できるなら入院するこ
ともなかったかもしれない。社会に戻った時に困らない
ように準備を整えてあげることももっと考えないと，と
思った次第です。」教官はその後仮退院していく少年の
身辺確認を職員に指示していると言う。
　私は学校での進路指導を連想した。特に支援学校で
は，進路の選択に神経を使う。学校から社会へと移行し
ていくトランジションの時期は，支援の必要な子どもに
とって大きな危機でもあるのだ。送り出す側は，想定で
きる困難を取り除いておくことはもちろん，卒業後に生
徒がソフトランディングできるよう，環境をできる限り
整えておく。障害のある子どもの未知のステージへの移
行期には，今まで関わってきた人とこれから関わる人
が，本人の強みや弱み，できることとできないことなど
を共有し，必要になる支援についてしっかり引き継いで
おくことで本人の新しい環境での混乱を減らすことがで
きる。支援教育課程の該当者が増えている少年院でも，
仮退院に際してそのような準備や引継ぎの場は必要であ
ろう。社会復帰への移行支援の在り方を次の研究テーマ
にしたい。
　おわりに，本稿の執筆にあたっては，加古川学園を始
め，近畿地方更生保護委員会の皆様方に温かいご助言・
ご支援をいただきました。ここに深く感謝の意を表しま
すとともに,更生保護の前進を心より願います。
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